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認定こども園大塚 

看護師 島田 

残暑は続きますが、朝夕の涼しい風に秋の気配を感じるようになりました。元気いっぱい夏を過ごした 

子どもたち。夏の疲れが出やすくなる時期なので、ゆっくり休んで、しっかりとご飯を食べて、体調を 

崩さないように気をつけましょう。新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、県外への移動時の対応や 

感染対策など、保護者の方々のご協力に本当に感謝いたします。 

救急の日 

●中身を点検しておきましょう（薬、ガーゼ、テ

ープ、爪切り、ピンセット、ばんそうこう、体

温計、脱脂綿、綿棒、包帯、はさみ、は入れて

おくと便利です）。 

●薬の使用期限は１年に１度は確認しましょう。 

●消耗品は使ったら買い足しておきましょう。 

ご家庭に救急箱はありますか？ お子さまがけが

をしたり、具合が悪くなった時にすぐに使えるよ

うに準備をしておきましょう。 

９月９日は救急の日です。 防災の日 

〈非常時の持ち出し品の準備〉 

リュックの中には非常時の持ち物を

詰めておきましょう 

９月１日は「防災の日」です。いざという時に備

えて、ぜひ家族全員で確認をしてください。 

〈避難する場所〉 

避難場所がどこなのか、そこまでの

経路を確認しておきましょう 

〈地震で倒れやすい物がないか〉 

棚の上に置いてある物は下ろし、倒

れそうな物などは固定するなどの工

夫をしましょう 

〈家族がはぐれた場合の連絡方法〉 

はぐれた時の待ち合わせ場所や緊急

連絡先はいつも身に付けるようにし

ましょう 

8月の感染症情報 
手足口病にご注意を！ 

その名のように、手の平、足の裏、口の中に小さな水疱が 

できる病気です。お尻や膝にできることもあります。乳幼児 

の間で流行します。熱はたいてい出ませんが、時に高熱が出る

ことがあります。手足の水疱は痛がりませんが、口の中が痛く

て食べられなくなることがあります。 

治療 治療をしなくても自然に治る場合がほとんどです。 

熱や口の中の痛みがあるときは薬が処方されます。 

家庭で気をつけること。 

口の中が痛いときは,しみないものを与えまし

ょう。熱いもの、塩味や酸味の強いもの、硬い

ものはひかえます。熱がなく元気なら入浴も 

大丈夫です。 

＊高熱、水分がとれない、嘔吐してぐっ

たりしているときは、受診しましょう。 

県内では、腸管出血性大腸菌感染症の報告が出て 

います。この感染症は、加熱不十分な肉を食べた

り、手や物を介して口に入り感染します。 

症状は、激しい下痢や腹痛、発熱などの症状を 

引き起こします。 

 感染予防は、こまめな手洗いや器具の消毒に加

え、肉類はすぐに冷蔵庫に入れ、調理の際は十分

に加熱しましょう。 

 

 当園では、手足口病疑いが数名見られましたが 

熱発することなく、症状も軽症で登園していま

す。他に感染症の発症は見られませんでした。 

 園では、引き続きマスク装着、手洗い・うがい 

の励行に努めていきたいと思います。 


